






　5月1日付で、三田誠一元教授と原
民夫元教授に名誉教授の称号が授与
された。
　三田元教授は、主担当教授として磁
気記録のための信号処理技術の研究
を行うとともに、スマートビークル実現
に向けた環境認識技術の研究を推進
し、2010年4月～2017年3月まで初
代スマートビークル研究センター長を
務めた。また、豊田工業大学シカゴ校

（TTI-C）の創設にも多大な貢献をし、
2002年3月～2005年9月まで客員
教授としてTTI-Cに赴任した。なお、
2017年度からは本学でシニア研究ス
カラを務める。
　原元教授は、主担当教授としてX線
レーザーや電子ビーム励起プラズマに
関する先駆的研究と教育を通じ、学術
的かつ教育的貢献をした。また、「知の
拠点あいち」に参画して産学行政連携

の研究開発推進に寄与し、本学初のベ
ンチャー企業を立ち上げるなど、本学
で得られた研究成果を実用面でも生
かすべく積極的に活動を行った。
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